
テーマ３ 歩道橋における化粧パネル裏の点検技術（河内長野市）

○ 平成26年の道路法改正により義務化された道路施設の定期点検は、近接目視を基本としている。
○ 人の目につきやすい駅前の歩道橋等は、景観向上を目的に桁をパネルで覆う工法が採用されてきた。
○ 現状ではパネルの撤去には多大な費用がかかるため、撤去することなく点検口から点検しているの

みである。
○ 近接目視の概念からすれば、化粧パネル内部の点検は点検口からの点検のみでは不十分である。

○ 内部の状態を完全には把握できていない(近
接目視できていない)

○ パネルの撤去には多大な費用がかかる。

現 状

課題１

【 求める技術 】
○ 部材の状態を確認出来る技術。
○ 部材の状態を撮影出来る技術。（カメラなど）
○ 寸法などを計測できる技術。
○ カメラなどを接近させる技術。（撮影治具）

【 求める条件 】
○ 効率的に点検するための方法。
○ 新技術を使うための積算資料。

○ 内部では、水の進入により鋼桁の腐食等が懸
念される。

○ 駅前歩道橋のため万が一の場合、大事故につな
がる。

課題２

求める技術・条件

○ 化粧パネルが施され、桁下を確認できない歩道橋において、パネルの撤去が一部で済み、内部を十
分に確認できる技術。

ニーズの概要
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